


～「万が一のときの国の保障（サラリーマン編）」～
ねんきん定期便の見方、わかりますか？

ワイズライフＦＰコンサルタント　代表　山中 伸枝

「埋葬費」とは？　お葬式費用として健康保険から「埋葬費」という給付が受けられます。しかし
申請をしなければもらえないお金なので、万が一の時は忘れずに請求しましょう。

ていたお子さんすべてが高校を卒

業すると、今度は奥様に対し中高

齢寡婦加算が年間約60万円支払

われます。そして奥様が65歳に

なると中高齢寡婦加算が終了し、

その後は奥様ご自身の老齢基礎年

金を受給することになります。

大黒柱が万一のときには

障害年金や遺族年金が！

 「年金」といえば、歳をとった

ときの生活の支えと思ってしまい

がちですが、実はもう２つ、障害

年金と遺族年金という役割があり

ます。重い障害を負ってしまうリ

スク、家族の大黒柱を失ってしま

うリスクは、年齢を問わず身近な

問題です。そんなときの支え合

い、それが公的年金なのですね。

今回はサラリーマンの遺族年金に

ついてお伝えします。

遺族基礎年金は子どもが

18歳になるまで支給

 まず18歳までのお子さんに対し

て支給されるのが遺族基礎年金で

す。対象となる子供の人数に応じ

て給付額が異なります。例えば会

社員のご主人が亡くなったときに

10歳と８歳のお子さんがいれ

ば、年間約120万円の遺族基礎年

金が８年間（上の子が高校を卒業

するまでは対象となる子供が２

人）、その後約100万円の遺族年

金が２年間（子供の年齢差）支給

されます。

遺族基礎年金の受給終了後は

妻に中高齢寡婦加算

 遺族基礎年金の受給対象となっ

 さらに会社員のご主人が亡くな

った後奥様に一生涯支払われるお

金が遺族厚生年金です。この金額

はご主人の老齢厚生年金の３/４

となっており、ねんきん定期便で

試算することができます。

日本年金機構から送付される『ねんきん定期便』
（表面）

Ａ

Ｂ

＜遺族厚生年金の試算方法＞
厚生年金保険加入期間（Ａ）が300ヶ月以上の場合
　⇒　これまでの加入実績に応じた老齢厚生年金額（Ｂ） × ３/４

厚生年金保険加入期間（Ａ）が300ヶ月未満の場合
　⇒　これまでの加入実績に応じた老齢厚生年金額（Ｂ）

÷ 厚生年金保険加入期間（Ａ） × 300 × ３/４

遺族基礎年金＝18歳未満の子
１人　約100万円／年
２人　約120万円／年
３人　約127万円／年

中高齢寡婦加算
約60万円／年

妻自身の老齢基礎年金
約80万円／年

遺族厚生年金＝夫の老齢厚生年金 × 3／4
※金額はねんきん定期便で試算



　「従業員が業務上の事故で死亡し、その遺族より２億円の損害賠
償を請求された」「えっ、労災保険から遺族年金が支給されるのに、
何故?!」－労災保険だけで企業は事足りることはありません。

～労災保険と民事損害賠償～
ＣＳ労務経営研究所　社会保険労務士　　三宅　直知

「労災保険」とは？　業務上災害や通勤災害で、労働者が死傷した場合、障害が残った場合、疾
病にかかった場合などに、本人やその遺族に対し所定の保険給付を行う制度です。

企業におけるリスクマネジメント
ワンポイント講座 企業の雇用リスク対策シリーズ

●労災保険から民事損害賠償額

は免責されるというが…

　労働基準法第８章は、同一の業

務災害について労災保険給付が行

われると、企業は労働基準法で義

務付けられた災害補償が免責さ

れ、同時にその「価額の限度」に

おいて被災労働者、またはその遺

族に対する民事損害賠償について

も免責されるとしています。つま

り、労災保険から支払われた補償

額は、損害賠償額から控除できる

ということです。

　ただし、その「価額の限度」

は、労災保険のどの範囲の補償を

対象とするのか、それは損害賠償

における慰謝料等にも影響するの

か、さらに労災保険からの補償で

どれだけの損害賠償が免責される

ことになるのかが問題です。

　労災保険の補償は、保険給付と

社会復帰促進事業に分けられ、こ

の中で損害賠償額から控除できる

のは保険給付だけです。また、労

●労災保険だけでは不十分！

企業任意の補償準備は必須！

　つまり、労災保険の補償により

損害賠償が免責されるといって

も、慰謝料等にはまったく影響せ

ず、その上一時金ではまったく足

りず、年金ではほとんどの部分が

二重払いになっているのが現実で

す。したがって、障害、死亡とい

った業務災害に対して労災保険だ

けで事足りることはなく、今や企

業任意の業務災害補償、使用者賠

償補償の準備は必須です。

災保険と民事損害賠償の間で免責

が可能になるのは保険給付に対す

る逸失利益の部分だけで、慰謝料

や諸雑費は別途支払わなければな

りません。

　では、労災保険の保険給付から

どの程度損害賠償が免責されるの

でしょうか。障害事由を例にして

みると、労災保険障害等級８級か

ら14級に対して支払われる障害一

時金の額では、被災労働者本人の

過失割合が余程高くならない限り

損害賠償はほとんど免責されませ

ん（少なくとも85％以上の過

失）。

　また、障害等級１級から７級の

障害補償給付や遺族補償給付は年

金支払いになっていますが、年金

は将来の支払いが確定したもので

はないとして、既払の年金、また

は前払い一時金（死亡の場合、給

付日額の1,000日分）のいずれか

多い額以外は損害賠償額から控除

できません。

民事損害賠償から控除される労災保険の補償

労災保険
の補償この部分だけ

免責となる

※保険給付の障害等級８級から14級は一時金払い、
　障害１級から７級、及び遺族補償は年金払い

保険給付　※

社会復帰促進事業

民事損害賠償額民事損害賠償額民事損害賠償額
（逸失利益・慰謝料等）（逸失利益・慰謝料等）

実際の企業負担額実際の企業負担額実際の企業負担額



〒509-0144　各務原市鵜沼大伊木町２丁目67-1
0120-79-0313 058-379-0314Ⓕ

http://thanks-hoken.com/
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